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【榊原翼投手】
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銚子市長　越川　信一

  

銚
子
二
中
出
身
の
榊
原
翼
投
手

（
オ
リ
ッ
ク
ス
）
が
５
月
15
日
の

ロ
ッ
テ
戦
に
先
発
登
板
。
７
回

１
１
０
球
を
投
げ
、
ロ
ッ
テ
打
線

を
６
安
打
２
失
点
に
抑
え
て
今
季

２
勝
目
を
挙
げ
た
。
ふ
る
さ
と
の

千
葉
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
初
登
板
。
銚
子
か
ら
も
高

神
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
銚
子
二
中

時
代
の
恩
師
や
仲
間
が
か
け
つ
け

大
応
援
。
千
葉
テ
レ
ビ
で
生
中
継

さ
れ
、
「
銚
子
出
身
」
と
何
度
も

紹
介
さ
れ
感
激
し
た
。

  

序
盤
は
ボ
ー
ル
が
高
め
に
浮

き
、
ロ
ッ
テ
に
初
回
１
点
を
先
制

さ
れ
た
榊
原
投
手
だ
が
、
尻
上
が

り
に
調
子
を
上
げ
、
１
４
８
キ
ロ

の
ス
ト
レ
ー
ト
で
ピ
ン
チ
を
切
り

抜
け
た
場
面
で
は
雄
叫
び
を
あ
げ

て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
同
点
に
追
い

つ
か
れ
た
７
回
に
は
全
身
で
悔
し

さ
を
表
し
、
解
説
の
里
崎
智
也
さ

ん
（
元
ロ
ッ
テ
）
も
「
こ
れ
ほ
ど

気
持
ち
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
す
プ

ロ
野
球
選
手
は
ま
れ
」
と
ビ
ッ
ク

リ
。

　

私
の
次
男
が
同
学
年
で
銚
子
中

野
球
部
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
銚
子
二
中
時
代
の
榊
原
投
手

の
力
投
は
何
度
か
見
せ
て
い
た
だ

い
た
。
ガ
ッ
チ
リ
し
た
体
格
と
中

学
生
離
れ
し
た
速
球
は
、
す
で
に

大
物
の
片
り
ん
を
見
せ
て
い
た
。

銚
子
二
中
か
ら
浦
和
学
院
高
校
に

進
み
、
２
０
１
７
年
、
育
成
選
手

と
し
て
オ
リ
ッ
ク
ス
に
入
団
。
持

ち
前
の
パ
ワ
ー
と
負
け
ん
気
で
実

力
を
つ
け
、
20
歳
に
な
っ
た
今

シ
ー
ズ
ン
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
入

り
。
４
月
17
日
の
日
本
ハ
ム
戦
で

初
勝
利
を
挙
げ
、
防
御
率
も
２
点

台
と
好
調
だ
。

  

ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
感

涙
を
に
じ
ま
せ
、
「
こ
の
千
葉
県

で
15
年
育
っ
た
の
で
、
地
元
の
千

葉
県
で
勝
て
た
の
は
う
れ
し
い
。

力
が
入
り
ま
し
た
。
千
葉
県
最
高

で
す
」
と
20
歳
の
笑
顔
が
は
じ
け

た
。

  

今
年
の
銚
子
市
成
人
式
に
も
出

席
。
成
長
し
た
姿
で
「
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
試
合
に
出
ま
す
よ
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
た
榊
原
投
手
。

そ
の
活
躍
に
ふ
る
さ
と
銚
子
か

ら
、
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

国民健康保険料が変わります

賦課限度額を
改正

軽減基準額を
拡大

医療給付費分が58万円から61万円に。
年間保険料の上限額は96万円になります。

前年の所得が一定の基準以下の世帯は、保険料（均等割額と平等割額）の軽減が受
けられます。軽減を受けるためには所得がない人・少ない人でも毎年申告が必要で
す。未申告世帯は軽減されません。

01

02

用語解説 ▶均等割額…被保険者 1人当たりにかかる金額　　▶平等割額…1世帯当たりにかかる金額
▶被保険者数など…被保険者と国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行した人の合計人数

▼軽減割合 平成30年度 令和元年度

７割 　33万円以下 33万円以下

５割 　33万円＋(27.5万円×被保険者数など) 
33万円＋(28万円×被保険者数など)　　 　
【例】３人世帯の場合
　　　33万円＋(28万円×３人)＝117万円以下

２割 　33万円＋(50万円×被保険者数など) 
33万円＋(51万円×被保険者数など) 　
【例】３人世帯の場合
　　　33万円＋(51万円×３人)＝186万円以下

→
NEW

医療給付費分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分 年間保険料額＋ ＋ ＝

58万円➡61万円 19万円 16万円 93万円➡96万円

▲成人式での榊原投手
　（後列中央）
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